
○遠軽町農林水産物直売・食材供給施設条例 

平成１７年１０月１日 

条例第１５４号 

（設置） 

第１条 農林水産物の販売及び食材の供給を行うことにより、農林水産業の振興と地域の

活性化を図るため、遠軽町農林水産物直売・食材供給施設（以下「施設」という。）を

設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 施設の名称及び位置は、次のとおりとする。この場合において、町長が必要と認

めるときは、施設の呼称を定めることができる。 

名称 位置 

白滝農林水産物直売・食材供給施設 遠軽町奥白滝４０２番地２外 

（指定管理者による管理） 

第３条 施設の管理は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第

２４４条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって町長が指定するもの（以

下「指定管理者」という。）に行わせることができる。この場合において、第１２条第

１項に規定する使用料は、徴収しない。 

２ 前項の規定により、施設の管理を指定管理者に行わせる場合は、第５条本文及び第６

条本文の規定にかかわらず、当該指定管理者は、必要があると認めるときは、あらかじ

め町長の承認を得て、これを変更し、又は別に定めることができる。 

３ 第１項の規定により、施設の管理を指定管理者に行わせる場合は、第７条、第８条、

第１１条及び第１３条から第１５条までの規定中「町長」とあるのは「指定管理者」と、

第１２条から第１４条までの規定及び別表中「使用料」とあるのは「利用料」と読み替

えるものとする。 

（指定管理者の業務） 

第４条 指定管理者は、次に掲げる業務を行うものとする。 

（１） 施設の維持管理に関する業務 

（２） 施設の運営に関する業務 

（３） 施設の使用許可に関する業務 

（４） 施設の使用許可に係る料金の徴収に関する業務 

（５） 前各号に掲げるもののほか、町長が施設の管理運営上必要と認める業務 

（休館日） 

第５条 施設の休館日は設けないものとする。ただし、町長が必要と認めるときは、これ

を設けることができる。 



（開館時間） 

第６条 施設の開館時間は、次のとおりとする。ただし、町長が必要と認めるときは、こ

れを変更することができる。 

名称 開館時間 

白滝農林水産物直売・食材供給施設 午前９時から午後５時まで 

（使用の許可） 

第７条 施設を使用しようとするものは、あらかじめ町長の許可を受けなければならない。

許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 町長は、前項に規定する許可をする場合において、必要に応じて条件又は制限を付す

ことができる。 

（使用の制限） 

第８条 町長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、施設の使用を許可して

はならない。 

（１） 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。 

（２） 施設等を損傷し、汚損し、又は滅失するおそれがあるとき。 

（３） 施設の管理運営上支障があるとき。 

（４） 前３号に掲げるもののほか、町長が適当でないと認めるとき。 

（目的外使用の禁止） 

第９条 第７条第１項の規定により使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、

その目的以外に使用してはならない。 

（権利の譲渡等の禁止） 

第１０条 使用者は、その権利を他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（使用許可の取消し等） 

第１１条 町長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するとき又は施設の管理上特に必

要があると認めるときは、当該許可に係る使用の条件を変更し、若しくは使用を停止し、

又は当該許可を取り消すことができる。 

（１） この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。 

（２） 偽りその他不正の行為により使用の許可を受けたとき。 

（３） 使用の許可の条件又は関係職員の指示に従わないとき。 

（４） 第８条の規定に該当することとなったとき。 

（５） 前各号に規定するもののほか、町長が必要と認めるとき。 

２ 町長は、前項の規定による措置によって使用者に損害が生じることがあっても、その

責めを負わない。 

（使用料） 



第１２条 施設の使用者は、別表に定める使用料を納入しなければならない。 

２ 町長は、法第２４４条の２第８項の規定により、指定管理者に使用料を当該指定管理

者の収入として、収受させることができる。 

３ 使用料の額は、別表に定める額を超えない範囲内で、指定管理者があらかじめ町長の

承認を得て定めることができる。 

（使用料の減免） 

第１３条 町長は、特別の理由があると認めるときは、前条に規定する使用料を減額し、

又は免除することができる。 

（使用料の還付） 

第１４条 既に納入された使用料は、還付しない。ただし、町長は特別の理由があると認

めるときは、その納入された使用料の一部又は全部を還付することができる。 

（特別の設備等） 

第１５条 使用者は、施設を使用するにあたり特別の設備をし、又は造作を加えようとす

るときは、あらかじめ町長の許可を受けなければならない。 

（原状回復） 

第１６条 使用者は、施設の使用を終えたときは、直ちに原状に回復し返還しなければな

らない。使用の停止又は許可の取消しの措置を受けたときも、同様とする。 

２ 町長は、使用者が前項に規定する原状に回復する義務を履行しないときは、これを代

行し、その費用を使用者から徴収するものとする。 

（損害賠償） 

第１７条 使用者は、故意又は過失により施設等を損傷し、汚損し、又は滅失したときは、

町長の定めるところにより、その損害を賠償しなければならない。ただし、町長が特別

の理由があると認めるときは、この限りでない。 

（委任） 

第１８条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定

める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１８年９月２５日条例第４２号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２１年１月３０日条例第１号） 

この条例は、平成２１年２月１日から施行する。 

附 則（令和５年９月２２日条例第１８号）抄 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める日か



ら施行する。 

（令和５年規則第２１号で令和５年１２月２１日から施行） 

別表（第１２条関係） 

名称 使用料 

白滝農林水産物直売・食材供給施設 売上額の１０％の額 

備考 使用料の算出に際し、その使用料の額に１０円未満の端数が生じたときは、１０

円未満を切り上げるものとする。 

 


